令和元年度第１回就労プロジェクト会議録
	日　時
	令和元年８月２日（金）　午後２時～午後４時
	書記　小原

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階視聴覚室

	出席者
	株式会社能力開発ライフエール：戸館、就労継続支援A型事業所サンテ：関口、就労継続支援B型事業所わーくあーつ：齋藤、厚木精華園相談支援事業所ここから：城所、一般社団法人クロスオーバー大和：薄葉、相州メンタルクリニック：木下、神奈川県立厚木西高等学校：高橋、神奈川県障害者雇用促進センター：原井
事務局：長澤、小菅、小原(厚木市障がい者基幹相談支援センター)

【敬称略】

欠席者

厚木公共職業安定所：芳賀、県央地域就労援助センター障害者就業・生活支援センターぽむ：佐藤、厚木市産業振興課：河野


内容

	１　開会
２　自己紹介と各事業所の取組と課題
○厚木精華園相談支援事業所ここから

　委託の相談支援センターとして、荻野地区、睦合地区の二つの地区を対象としている。委託として一般相談と指定特定相談支援事業所として計画相談を受けている。相談の内容として、就労経験が少ない方からの就労相談や50代頃まで何もせず自宅で過ごしていたが両親も高齢になり、何かしなければと思いながらもどのように行動したら良いかわからない等の就労に係わる相談も受けている。
就労支援についてプロジェクトを通して学んでいきたいと思っている。色々と教えていただきたい。
○就労継続支援B型事業所わーくあーつ

　昨年度６月から就労定着支援事業を加え、多機能型として運営している。就労定着支援をしている契約者数は片手程度。就労継続支援B型事業では年に1～2名の方が一般就労に繋がっている為、その方たちのアフターフォローとして定着支援をしている。
○就労継続支援Ａ型事業所サンテ
　企業(特例子会社含む)より仕事をもらい、最低賃金を支払っている。現在、能力に差を感じることもあるが、一律に最低賃金を支払っている。企業側からは、ある程度の能力が求められており、長く仕事に取り組めるよう定期的に(月に2回程度)面談を行い、支援をしている。

　一般就労へ移行する利用者は少なく、６年目を迎える事業所だが、長い方は開所当初より利用している。定員に空きがあるが、当事業所の仕事が厳しいという風評が立っているようで定員が埋まらない状況。
○就労移行事業所ライフエール
　厚木に開所し5年目を迎える。就労に関して、就労先の確保、利用者の確保ともに課題に感じている。当事業所の特色として、個別支援、障がいの特性にあった支援を丁寧に行うことを大切にしている。その特色が広まり、地域より認識してくださるように有難く感じる反面、個別支援が必要な重度の障がい者からの利用希望が多く、重度の方たちの一般就職や就労先の確保が難しい状況にある。
○厚木市障がい者基幹相談支援センター
　昨年度4月より就労相談員を配置し就労相談を受けている。現在までに80数名が登録している。就労相談に来られる方の中には、障がいをクローズして就労しており、長続きしないケースや就労活動をする際、障がい受容や手帳の取得に葛藤がある方が多くいたように感じている。
また、就労経験がないケースや就労したいが就労の準備が整っていないケースもあり、生活面の支援や就労に向けての訓練等を受けられるよう各機関の皆様へ相談、支援を頂き感謝している。

今後もこのプロジェクトを通し、各関係機関の意見交換を行い、厚木市の企業支援も含めた就労支援の強化に繋がるよう取組んでいけたらと思っている。
○神奈川県障害者雇用促進センター

障がい者雇用が進むよう、企業向けの支援、支援機関向けの支援の二本立てで支援をしている機関。企業等への出前講座や企業側が障がい者が作業している様子を見学できる様、就労移行支援機関と協力して行っている。

障がい者の個別支援は行わず、地域の支援機関と協力して支援している形に変わり、支援機関の皆様には協力をいただくことが多い状況。
○神奈川県立厚木西高等学校

県の施策として、インクルーシブ教育の推進を目的にパイロット校として、4年目を迎える。知的障がいがある生徒を対象とし(手帳の有無は問わず)、中学校長の推薦の元、面接試験を実施し入学してきている。現在は厚木市との連携事業により1年から3年まで54名が厚木市内在住となっている。

今後、連携事業が取り払われて、神奈川県内に14校に広がる。地域の枠を超えて、普通校の中にも知的障がいがある生徒がともに学ぶ機会を設けることを目的としている。
現在、15名の3年生の進路支援が始まっている。およそ半分が手帳を所持し、就労、移行支援、能力開発校等様々な希望が上がっている。その他、学業成績が高い方は進学(大学・専門等)を希望されたり、進路選択が多岐に渡り、支援していくこととなる。
今後、さらに進路選択が多岐に渡ることが予測され、教員に障がい福祉についての知識が求められると考えられる。普通校の中で、多岐に渡る進路支援の在り方について、どのように身につけていくか、継承していくか課題となってくると考えている。

○相州メンタルクリニック
　定期的に就労プログラムがあり、ハローワーク等就労支援の機関の役割について学んだり、グループワーク(情報交換等)をしたりしている。また、今年度より定着率を高められるよう、新たに登録制のプログラムを開設し取り組んでいる。今後、就労支援機関とも協力していただき、連携しながら取り組めたらと思っている。
○一般社団法人クロスオーバー大和
発達障害者地域支援マネージャーとして県央圏域7市町村を2名体制で担当し、4年目を迎えた。連絡会や就労の部会への出席、発達支援に対するコンサルテーションとしての支援が中心。
その傍ら、クロスオーバーは、自立訓練（生活訓練）と就労継続支援Ｂ型の多機能型事業所であり、9割近くが生活面、対人面ともに課題を抱えた発達障がいと知的障がいを併せ持つ方たちの支援をしている。
　また、今年2月、県央圏域の就労移行支援事業所、相談支援事業所を対象に発達障がい者の支援についてアンケート調査を行った。その中で、移行支援事業所16名の発達障がい者の支援に苦慮しているとの調査結果が出たが、9割近く利用者が4ヶ月後に確認した時には退所したとの報告を受け、いかに発達障がいの方たちが定着するということが難しいか、この調査でわかった。

また、相談支援事業所からも100名近くの方の発達障がい者に対する支援に苦慮しているとの調査結果が出ている。アンケート調査報告をホームページ上で挙げている為、確認していただけたらと思う。
３　就労プロジェクトの今年度の活動内容
　今年度はプロジェクトの皆様より意見を頂きながら、障がい者雇用をすすめられるよう企業に向けた啓発活動を中心に行っていきたい。啓発活動として事務局の提案する内容について皆様より意見を頂きたい。
(1) 企業に配布するパンフレットの作成(配布資料あり)
ア　障がい者雇用をしてくれる企業を増やしていくことを目的に企業向けのみに配布するイメージで良いか。
そこも含め皆様から意見を頂きたい。配布方法のひとつとして、商工会議所を通して、厚木市内の企業へ配布してもらえたらと考えている。対象としては、いままで障がい者雇用をした経験がない企業や、雇用はしているがあまり積極的に雇用していない企業を中心に配布出来たらと思っている。
イ　厚木市では企業側が障がい者雇用の研修をして欲しい等のニーズを把握している
か。
また、障がい者雇用に踏み切れない理由として、障がい特性や支援方法、配慮するポイント等がわからない等企業の声を聞かれているのか。ある程度支援方法の知識がないと障がい者雇用に踏み切ることが出来ないと思うがどうか。
市で把握しているかはわからないが、雇用をする企業にとって、特性や支援方法、配慮するポイント等についての情報は大事であると思う。実際に本人の支援方法を伝える為、就労が決まった当事者に3日間付き添うこともあった。また、情報としてハローワークが実施する発達障害者支援サポーター養成研修もある。
ウ　パンフレットの内容については、企業側がどのような情報を求めているかリサーチ
出来たら良いのでは。アンケート調査等を行うことで、企業が求めてる内容をパンフ
レットに掲載出来ると思うがどうか。
アンケート調査を行う方向で準備を進める。商工会議所やハローワーク等を通し市内企業へ配布できる様確認する。
エ　アンケートの内容はどのような形がよいか。質問は選択式にし、負担感を減らしてはどうか。
また、ハードルを下げて、雇用に結び付けるために当事者との出会いの場や知る機
会の方法について、企業が求めていること等も盛り込めるとよいのでは。
事務局がたたき台を作成し、皆様より意見を頂くこととする。企業側の実情を把握したい為、記名については強制しない。
オ　ハローワークに協力していただき、学卒を対象に求人を出す企業の情報を頂いた。
協力を頂きながら、職場体験を受けて下さる企業の開拓を進めてきた。アンケートの
配布をするにあたり、ハローワークは雇用率未達成企業等の情報も持っている為、協
力していただいてはどうか。

事務局から確認する。

カ　パンフレット作成にあたり役割分担はどのような形がよいか

アンケート調査を終え、具体的にパンフレットの内容が決まり次第、改めて役割分担について検討し調整していくこととする。
(2) 支援学校の見学について(情報提供)
ハローワークが11月頃、企業の採用担当者を対象に支援学校への見学会を企画している。日頃の生徒の様子を見学していただき、卒業後の就職や採用について考える機会となっている。今回は就労プロジェクトも一緒に見学し、卒業後(就労や訓練等)の支援について考える機会となればと思っている。
　詳細が分かり次第お知らせする。
(3) 就労シンポジウムの開催について(参考資料あり)
　昨年度、障がい者雇用を広げる取組として、当プロジェクトでは就労セミナーを開催した。事務局として、今年度は12月7日(土)に開催予定のシンポジウムに合わせ、就労をテーマとし、開催したいと考えているがどうか。皆様の意見を頂きたい。
ア　主な対象者はどのように考えているか。また、「障がい者雇用について」のテーマは
広く市民が興味を持つ内容でないと思われる。集客数を上げる為、広報についても検
討が必要と思われるがどうか。
企業を中心に、就労支援に関わる各支援機関、当事者の方等を対象とする。また、広報あつぎへの掲載やチラシの配布方法についても今後アイデアを頂きたい。
イ　具体的な内容についてどのように考えているか。

そこについても皆様に意見を頂きたい。

実際に障がい者雇用をしている企業の方を講師に迎え、採用の状況や当事者支援等についてお話を頂く形はどうか。また、シンポジウムについては、講師でお迎えした方と実際に就労している当事者の方や就労希望の当事者の方たち(障がい別に当事者よりお話を聞く機会が作れたらなおよい)の対談や座談会はどうか。
ウ　どのように当事者の方に依頼を掛けるか。

各関係機関より、就労している方又は就労希望のある方へ依頼を掛ける。当事者のみでなく、採用している企業側へ説明もすることとする。各機関持ち帰り、依頼が可能な当事者の方について検討し、情報があれば事務局まで教えていただきたい。
エ　パネリストの当事者の方への謝礼はあるか

例年予算を取っている。
オ　講師として依頼を受けてくださる可能性がある企業は。
・スターバックスコーヒー
以前、厚木市内のスターバックスで聴覚障がいの方を雇用していた実績があり
・ビックボーイ
厚木市内の店舗でも障がい者雇用をしている。
ただし、障がい者雇用採用担当者は全国で1名の為、難しい可能性もある。
・サイゼリア
ケースが採用されている。
以上に絞り、各機関から交渉していく。
(4) その他
　　　次回のプロジェクトの日程は後日事務局より通知文にてお知らせする。

５　閉会

以上


3

